
る。

　私は「せっかく日本に米たので日本人の友達

がいっぱいほしい」と考えていた。しかし今は、「ど

うでもいい」と言う考えのほうが強い。私も今ま

で努力はしたのだがその努力はその時だけだった。

だから今はあきらめるようになった。もちろんこ

れは日本にいる限りである。これは日本の民族性

だと思うので、これを変えることは、なかなかで

きないと思う。しかし、外国人ともっと良いコミュ

ニケーションをしたければ、この民族性は変えた

ほうが良いだろう。少なくとも若者たちは自分の

考えていることと言うことが一致するべきである。

これが定着したら私のように「日本人の友達なん

てどうでもいい」と考え始める外国人は出なくな

るでしょう。
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